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１．はじめに 

 現代の日本は戦後の大規模な復興開発に始まり，高度経済成長期を経て急速に都市域を拡大するなど，量

的な充実が図られてきた．そのため，日本の大都市は都市開発にともない特有の地域文化や歴史的景観の多

くを失う結果を招いてきた．しかし，大都市の量的な整備が沈静化した近年では，都市環境の充実や活性化

を目的として観光政策や歴史教育など都市の歴史に着目した活動が各地で展開されており，歴史に対する関

心は高まりつつある．一方，高度情報化社会の真っ只中にある近年は空間情報技術も急速に普及し，GIS の

利用がより身近になっている．とくに，変遷分析のような長期的な時空間情報の処理を可能とすることから

歴史研究において，GISが有効的なツールとして活用されている． 

 

２．研究の目的と方法 

 本研究では急速に都市域を拡大してきた明治期以降の大阪を対象としている．大阪は江戸期より水辺を活

用し水都として栄えたが，今では関西圏の公共交通機関の結節点が集積し高層ビルが林立する近代都市へと

変化してきた．また，江戸や京とともに三都と称されていたにも関わらず，都市変遷に関連する研究は十分

に行われていない．そこで，本研究では大阪繁栄の礎であり今も存在する旧淀川を中心として，収集した歴

史資料をもとに GIS を活用することで明治期以降の都市レベルの変化を明らかにすることを目的している．

そして，変遷のなかで発生・消失した旧淀川周辺の特徴的な都市空間の存在を再認識するとともに，大阪の

魅力となる歴史的価値を発見することを目指している．具体的には，まず，過去の地理空間情報が記載され

ている旧版地形図を用いて地形図データベースを構築する．次に，データベースから空間データを構築後，

研究室にて構築された堀川のデータを併せることで，市街地の拡大過程と既成市街地の変化を２次元上で整

理・把握する．さらに，大阪の変遷における大きな変化を２次元上で把握した後，代表的な地物モデルを構

築・配置した３次元変遷景観シミュレーションを行い，都市レベルでみた歴史的変遷を都市景観のヴィジュ

アルな表現へ展開することを目指している． 

 

３．２次元におけるデータ構築 

 都市変遷の研究ではその長期にわたる変化を効率よく整理することが必要となる．そこで，本研究では市街

地の拡大変化がはじまる明治期から終息する昭和後期にかけて約20年ごとに６期の地形図を用いた（表１）．

これら旧版地形図をGIS上の現代空間に定位することで地形図データベースを構築している．このデータベー

スをもとに旧淀川周辺における市街地の拡大過程を表現している． 

同時に，長期的な都市開発では市街地が拡大する一方で，既成市街地における建造物の建て替えも繰り返さ

れていることが考えられる．そのため，地形図から判読できる主要建造物を抽出することで土地利用変化の観

点に着目した分析・把握を試みている．くわえて，歴史的変遷のなかで変化が生じたと考えられる時期の特定

も試みている．さらに，当時のようすがわかる古写真を収集し，現代の写真と比較することによって土地利用

変化による影響が各地域で得られる景観に表れているか検証している．これらの結果をもとに，変遷景観シミ

ュレーションに展開するための代表的な建造物の復元を行っている． 
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４．変遷過程の把握結果 

さまざまな文献と史料から得た知見をもとに構築した各デ

ータの前後関係を整理した結果，旧淀川右岸地域では明治７

年の大阪駅の開設を機に急速に市街化しているが，昭和初期

には周辺の開発が終息していることが確認できた．市街地が

拡大する一方で堀川の変化をみると，大阪駅の南には大阪駅

と堀川の連携のため明治11年に梅田入掘川が形成されている．

くわえて，明治後期には北部に位置する中津川の改修にとも

ない新淀川が開削されていることを確認した（図１）．また，

昭和後期には大阪駅周辺に阪神電車や阪急電車の路線が集中

しており，梅田周辺は公共交通機関の結節点となっているこ

とを確認した．これに対して，旧淀川左岸地域では既成市街

地において昭和期以前まで存在していた多くの堀川が次々と

消失していること，さらに，対岸の右岸地域と同様に旧淀川

沿岸沿いでも市街化していることが確認できた（図２）．現

時点で得られたこれらの結果を整理すると，旧淀川流域にお

いて大きな変化が認められた右岸地域に焦点をあて，研究を

展開することが望ましいと考えられる． 

次に，主要建造物に着目した土地利用変化の分析・把握を

旧淀川右岸地域で行った．その結果，今回採用した大正期の

地形図では約40件の建造物を抽出でき，その多くは歴史的建

造物や工場であることが確認できた．それら主要建造物につ

いて文献調査を行い，発生から消失までの存在期間，消失後

の跡地利用状況を属性情報としてGIS上に付与した．結果と

して，大正期の既成市街地から得られた建造物の多くは明治

中期より発生後，昭和初期ごろをさかいに消失している（表

２）．また，その跡地は多くが住宅や公園に転用されている

ことが把握できた． 

 

５．おわりに 

 現時点での成果として，GISの活用によって大阪における

変遷過程を整理し，市街地データを構築したことによって

市街地の拡大過程と既成市街地における変化を２次元的に

明らかとすることができた．今後の課題として，主要建造

物の抽出数と範囲の拡充，構築したデータベースと大阪の

特徴である橋梁を併せた変遷把握を行う必要がある．この

結果をもとに，CAD/CGで主要建造物の復元を行い，GIS

と CAD/CGの活用による変遷景観シミュレーションを行っ

て，ヴィジュアルな表現へ展開するつもりである． 
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表２ 主要建造物の変遷（一部） 

図２ 変遷データベース(昭和後期) 

図１ 新淀川の開削位置(明治中期～後期) 

編年 名称　(縮尺) 年代

明治中期 仮製地形図　(1/20000) 明治22年(1889)

明治後期 正式図　(1/20000地形図) 明治43年(1910)

大正期 正式図　(1/10000地形図) 大正10年(1921)

昭和初期 正式図　(1/25000地形図) 昭和5年(1930)

昭和中期 正式図　(1/25000地形図) 昭和25年(1950)

昭和後期 正式図　(1/25000地形図) 昭和45年(1970)

表１ 地形図データベースの内容 

凡例 

阪急電車 市街地 

堀川 

集落 

低湿地 

JR線 

阪神電車 

京阪電車 

凡例 

阪急電車 市街地 

堀川 

集落 

低湿地 

JR線 

阪神電車 

京阪電車 
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